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発 刊 の 辞

今日木材は吾人の衣食住各方面に亙り必須材料であり,戦災復興Vt,女化国家建設に署重きな役

割をもつものであることは今更多言を要しない.

原料としての木材扱鉄,石茨等とは甚だしくその趣を兵に-し,後者は首IVt均質時代に起即する

)

ものであって,人の活動柊革に,孝の蓄環の精錬とか,利用に限られるもの:Elあるが,前者は生
し

∫
物界の生産物で,人間の労作によって計画的に永久に育成されるものである｡而おも木材[(':天然

＼ ＼

に生産されたまiで,既に優秀な工学的性質をも̀っては居るが,それが看取化合物である封に樹ヽ

凍及び各備体について鹿質上の偏倍があり,従って利用債借に甚だし小声日蓮がある.木材の着帽
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慣倍はその生産地の地沈,林呪,束俵及び経済的動向等によって左右せられるのみならず,特に
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木材構造上の異方性転..1って制約せられるものである.故に木材を有効退却に利用しようとすれ

｢
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ば,先ず料率的研究vc.よって未材の粗放構造とその哀する物理的,雄 学的諸性質を究明して洛 樹

礎の特性を知悉す_ることが必塵である｡

'＼ /
-頗る､に我国の木材に関する研究は従舜癌めて倍調で,麓つ<木材工業は概ね科学的塞礎綻乏し

く,技術も亦甚だしく幼稚であって,これを諸外国に較べると傭可成り遜色があるのは夙咋識者寸'
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の等しく認めるところであり,甚だしく遺憾とせらるi所である｡

素材q)生産については既に百数十年以前から科学的研究が宥われたのであるが,その利拝;加

工,.貴化 (性質の改良)等については近時に至って静く組按的に科学研琴が行われる線に為った
/一

紅過ぎない,それ故木材には冬日僻科学的研究を必要キする甚だ贋い分野が残されて居歩,中隼.
/

紘部分的に重 く未開の分野もあるO即ち多くのやり甲斐のある仕事が提供されでいるので友るo
I

tそれは唯に物理工蛮力室は機械工撃的方面のみならず,木材性質改馨の方面も℃於ても,ヌ木材

化学工藍q)方面Ut於ても同棲である｡蒋釆木材の科学的研究の進展によって,琴小範囲に亙ってi

新しい利用の可能性も開拓せらる1ことが期待されるのであるここれと関聯して,.且つ近年華鼎
､ ∫ ′

的木材資源の欠乏が叫ばれてV,る際に倍横倍材及所謂廃材利用の教東は極めて重要であっ七,焦
∫

野の問題であり,早急に解決を必要とする問由である｡
メ

V叉蒋釆木材の梼療材としてーの利用はいよいよ多角的となってゆくであろうが,榎々の方面に琵
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名和勺に利相される新しい方法が見出される馬には,他の材料と同棲に材料試験が廉く適桶される.･

忙違いない,その葛にも亦多ぐの基礎的研究が要請せられるのである.

木材の研究が最近に至る迄甚だしく遅滞している原因に柊種 '々ぁ卵 ミ,木材の特性として妾の＼f
I

性状が極めて複雑多岐であり,又その利用が贋汎な分野vc亘ることに主な原因があも,故yt木材
■L

//〈

の研究は科学の一分科を以てしては倒産その完壁は期し得られないのであって,これに'関係ある

f あらゆる科学部門の協力些よる綜合的畢究でなければ,その発展昼容易に期し得られないと云り

′ても過言ではない｡･ ､ .

本研究所は斯かる意味に郎 創設せられ現在木材轡理,木材化学,'*材生物のヨ研究部吋●八
し

研究宝が設けられ,'宋等は互に密接な連覇のもとに各種の基礎的,及広岡的研究を遂行Lb iあ
i

るO時局柄研究を商社ならし中る軍使件下に於ても季長研究甲奴 研究員の不断b努力隼よノり･
i

既に畢究成果の挙ったものも砂 くないこ

竃に於てその発横の-一部を∵逐次発刊して江湖に謁ゆること1なった.この丁木材研究｣が牌衆メ

ー学界は勿論,J未材工業,木材工垂の発寒に寄与することを祈って規まない次第であるo
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